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Abstract 
In education, awareness has grown in recent years about the importance of cultivating competency (quality and 
ability) in addition to content (knowledge and skills). Accordingly, there is increased emphasis on a 
competency-based—rather than content-based—curriculum for all subjects. Competency here consists of 
generic competencies as well as subject-specific competencies. The present study aimed to clarify differences in 
the music curriculum of a number of countries with a focus on the content with respect to appraising and 
listening to music. The targeted countries were Japan, Germany (Hamburg), England, and the United States. 
This study attempted to define the subject-specific competencies in school music education in those places and 
examine whether they had content-based or competency-based music curricula. 
The curriculum in England includes many subject-specific competencies with respect to school music 
education. However, the curriculum does not include generic competencies. The school music curriculum in 
Germany includes subject-specific competencies. Some of those competencies are also connected to generic 
competencies. The music curriculum in the United States includes many generic competencies. Music 
knowledge is included among the content-based elements of the US curriculum, but there is no evidence of 
skill-related content. Japan has mainly a content-based music curriculum: there are no subject-specific or 
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ては，国立教育政策研究所が 21 世紀型能力を提示した。この 21 世紀型能力は，「思考力」「基礎力」「実践
力」の三層から構成されている。 
これを踏まえて，次期学習指導要領改訂に向けて，文部科学省の有識者会議である「育成すべき資質・
能力を踏まえた教育目標・内容の在り方に関する検討会」が 2012 年 12 月から 2014 年 3 月にかけて開催さ










































ンテンツベースになりやすいと考えられるからである。                （三村真弓） 





表 1 小学校・中学校鑑賞領域の目標 
校種 学年 目標 
小学校 第 1 学年・第 2 学年 様々な音楽に親しむようにし，基礎的な鑑賞の能力を育て，音楽を味わって聴
くようにする。 
第 3 学年・第 4 学年 様々な音楽に親しむようにし，基礎的な鑑賞の能力を伸ばし，音楽を味わって
聴くようにする。 
第 5 学年・第 6 学年 様々な音楽に親しむようにし，基礎的な鑑賞の能力を高め，音楽を味わって聴
くようにする。 
中学校 第 1 学年 多様な音楽のよさや美しさを味わい，幅広く主体的に鑑賞する能力を育てる。 











表 2 小学校・中学校・高等学校鑑賞領域の内容 
校種 学年 内容 
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表 3 ハンブルク州基礎学校（小学校 1～4 年生）における「受容」の観察規準と到達目標 





















Freie und Hansestadt Hamburg, Behörde für Schule und Berufsbildung (Hrsg.) (2011) Bildungsplan Grundschule, Musik, S.11.  
 
(２) ハンブルク州地域学校（5～13 年生）の「受容 Rezeption」 





表 4 ハンブルク州地域学校（5～13 年生）における「受容」の到達目標 
5・6 年生の到達目標 7～10 年生の到達目標 










































































Freie und Hansestadt Hamburg, Behörde für Schule und Berufsbildung (Hrsg.) (2011) Bildungsplan Stadtteilschule 






















音楽に関しては 1992 年に導入され，1995 年に KS1～3 が改訂，1999 年に KS1～3 が改訂，2007 年に KS3
が改訂，2013 年に KS1～3 が改訂された。ナショナル・カリキュラムでは，日本のように 1 学年ごとでは
なく，数学年をまとめてキー・ステージ（以下，KS）が設定されており，KS ごとに必修教科やその内容
が示されている。わが国の高等学校までに対応する KS は，KS0（3-5 歳）が保育園，KS1（5-7 歳）が幼
児学級～小学校 2 年，KS2（7-11 歳）が小学校 3～6 年，KS3（11-14 歳）が中学校 7～9 年，KS4（14-16
歳）が中学校 1～12 年であり，KS5（16-19 歳）では大学進学者はシックスフォームで受験勉強，その他の
者は継続教育カレッジに所属となる。KS4 が修了すると，GCSE（General Certificate of Secondary Education）
という義務教育修了試験を受ける。1986 年に導入されたこの試験には音楽も含まれており，演奏・作曲・























































  表情豊かに，より洗練させて認識し，使用すること。 
● 偉大な作曲家や音楽家の広範な音楽をより弁別して聴取すること。 
● 自分が演奏し，聴取した音楽とその歴史をより深く理解すること。 

















③反応，④関連性）と，すべての芸術領域に共通する 11 のアンカー標準（Anchor Standards）によって示
されている。各プロセスの定義は以下のとおりである。 
 
















































およびパフォーマンス標準（Performance Standards）が各学年に示されている（表 6）。 
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表 6 全米コア音楽標準にみる芸術プロセスの構成要素およびパフォーマンス標準の概要 
 創造 演奏 反応 関連性 













































































































の両方が重要となるであろう。                      （三村真弓・伊藤 真） 
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